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可児市議会だより第 75 号　令和 元 年（2019年）第 5 回定例会

TOPICS
議会報告会 in 岐阜医療科学大学

議案の審議結果

常任委員会の報告

ここが聞きたい　10人が一般質問

常任委員会の行政視察

可児カップ ゴールド杯 ２位　次は優勝だ！（西可児ＦＣ　Ｕ- ９）

新
し
い
形
で

　
議
会
報
告
会
を
開
催



　
こ
れ
ま
で
の
議
会
報
告
会
は
、
毎

年
春
と
秋
に
各
地
区
セ
ン
タ
ー
を
巡

回
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

参
加
者
の
減
少
や
偏
り
が
見
ら
れ
、

改
選
前
の
事
業
評
価
に
お
い
て
も
、

開
催
方
法
等
の
見
直
し
が
課
題
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
昨
年
秋
の
議
会
報
告
会
は
、
西

可
児
地
区
に
開
校
し
た
岐
阜
医
療
科

学
大
学
を
会
場
に
、
そ
こ
に
通
う
大

学
生
と
西
可
児
地
区
在
住
の
方
や
自

治
会
関
係
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が

ら
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ま
ず
３
つ
の
常
任
委
員

会
が
所
管
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
西
可
児
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
」「
高
齢
者
対
策
」

に
つ
い
て
各
常
任
委
員
長
が
可
児
市

の
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
民
及
び
学
生
５
～
７
名
程
度
を
１

グ
ル
ー
プ
と
し
、
１
グ
ル
ー
プ
に
２
、

3
名
の
議
員
が
加
わ
り
司
会
進
行
、

記
録
係
を
務
め
、グ
ル
ー
プ
内
で
テ
ー

マ
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
結

果
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
様
々
な
世
代
間
で

活
発
な
意
見
交
換
や
対
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た

議
会
報
告
会

in
岐
阜
医
療
科
学
大
学

地
域
経
済
の
活
性
化

【
総
務
企
画
委
員
会
】

・
若
い
世
代
の
定
住
化
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
店
舗
の
進
出
に
つ
な
が
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

・
帷
子
地
域
に
は
学
生
が
増
え
て
い
く

が
、
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
所
が
な
い
。

フ
ァ
ミ
レ
ス
の
よ
う
な
く
つ
ろ
ぐ
所

も
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
市
と
し
て
誘
致

に
取
り
組
む
べ
き
。

・
大
河
ド
ラ
マ
放
映
と
い
う
チ
ャ
ン
ス

を
活
か
す
よ
う
も
っ
と
積
極
的
に
可

児
市
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

西
可
児
駅
周
辺
の

　
　
ま
ち
づ
く
り

【
建
設
市
民
委
員
会
】

・
大
学
内
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
が
あ
る
の
で
、
地
区
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
な
ど
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
と
よ
い
。

・
専
門
職
を
活
か
し
た
地
域
活
動
が
で

き
る
と
よ
い
。

・
空
き
家
を
活
か
し
た
学
生
向
け
の

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
運
営
の
可
能
性
を
調

査
し
て
み
る
の
も
面
白
い
。

・
西
可
児
駅
周
辺
に
学
生
（
若
者
）
向

け
の
お
店
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

で
き
た
ら
う
れ
し
い
。

高
齢
者
対
策

【
教
育
福
祉
委
員
会
】

・
高
齢
者
を
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方

で
は
な
く
て
、
人
生
の
先
輩
と
し
て

力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
場
を
作
り
、

ど
う
活
躍
し
て
も
ら
え
る
か
を
考
え

た
地
域
づ
く
り
が
重
要
。

・
子
育
て
に
お
い
て
、
地
域
の
方
に
助

け
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
。
子
育

て
世
代
と
高
齢
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
で
き
な
い
か
な
。

・
地
域
で
若
い
世
代
と
高
齢
者
が
つ
な

が
る
た
め
に
も
、
交
流
の
き
っ
か
け

が
あ
る
と
い
い
。
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今
後
に
向
け
て

　
今
回
の
議
会
報
告
会
は
地
元
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
お
借
り
し
た
初
め

て
の
試
み
で
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
年
代
で
は
10
歳
代

か
ら
70
歳
代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
は
本
年
春
と
秋
の
開
催
に
向
け
て
、

議
会
報
告
会
の
あ
り
方
や
テ
ー
マ
な

ど
を
議
会
内
で
十
分
議
論
し
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
参
加
し
や
す
い
報
告

会
の
開
催
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ま
と
め
た

「
議
会
報
告
会
実
施
報
告
書
」
は
、

可
児
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提出された議案と審議結果
　今回提出された議案は、予算 ３件、条例 ４件、契約 ２件、その他 ２件、委員会発
委 １件で、すべて原案のとおり可決しました。
番号 件名 結果

議
案

77 令和元年度一般会計補正予算（第 ４号） 〇

78 令和元年度可児駅東土地区画整理事業特別会計
補正予算（第 １号） ◎

79 令和元年度下水道事業会計補正予算（第 ２号） ◎

80 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正 ◎

81 市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正 ◎

82 常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正 ◎

83 職員の給与支給に関する条例の一部改正 ◎

番号 件名 結果

議
案

84 請負契約の締結 ◎

85 請負契約の締結 ◎

86 指定管理者の指定 ◎

87
岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び岐阜県市町村職員退職
手当組合規約の変更に関する協議

◎

発
委 5 議案第77号令和元年度一般会計補正予算（第 ４

号）についてに対する附帯決議 〇

【結果の表示記号】
 ◎全会一致で可決　○賛成多数で可決

第 ５回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件は、全会一致で可決しています。
奥
村
　
新
五

松
尾
　
和
樹

中
野
　
喜
一

田
原
　
理
香

大
平
　
伸
二

渡
辺
　
仁
美

伊
藤
　
　
壽

勝
野
　
正
規

板
津
　
博
之

澤
野
　
　
伸

山
田
　
喜
弘

川
合
　
敏
己

川
上
　
文
浩

天
羽
　
良
明

酒
井
　
正
司

野
呂
　
和
久

山
根
　
一
男

中
村
　
　
悟

伊
藤
　
健
二

冨
田
　
牧
子

亀
谷
　
　
光

林
　
　
則
夫

議案第77号
　令和元年度一般会計補正予算（第 ４号） ●○●○○● - ○○○○○●●○○○○●●○○
発委第 ５号
　議案第77号令和元年度一般会計補正予算（第 ４号）
についてに対する附帯決議

○○●○○○ - ○○○○○○○○○○○○○○●

※○は賛成　●は反対　　※議長（伊藤壽）は採決に加わらない。

第５回定例会
　令和元年第 ５回定例会を11月28日から12月20日までの23日間の会期で開きました。

◆◆令和元年度一般会計補正予算に対する附帯決議◆◆
　令和元年度一般会計補正予算（第 ４号）について、次の附帯決議を付すことを決定しました。

　明智光秀公像建立委託費の予算執行に当たり、次の事項について速やかに検討の上、
実施されたい。
　市民理解の醸成に向けた更なる努力と明智光秀公像建立を観光振興施策に結び付ける
具体的な取り組みの実施を早急に図ること。

議案の詳しい内容については、議会ホームページで確認いただくか、議会事務局窓口で閲覧することができます。
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予
算
決
算
委
員
会

　
光
秀
公
の
像
建
立
事
業
に
つ
い
て
集
中
審
査

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
、
寄
附

を
募
っ
て
、
明
智
城
跡
に
明
智
光
秀

公
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
建
立
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
を
行
い
、

議
員
間
で
の
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

◆
◆
質
疑
◆
◆

Q　
明
智
光
秀
公
像
（
以
下 

光
秀

公
像
）
建
立
決
定
ま
で
の
経
緯
と
協

議
内
容
は
。

A　
光
秀
公
像
の
建
立
の
考
え
を
持

つ
市
長
と
郷
土
出
身
の
明
智
光
秀
を

題
材
に
作
品
を
考
え
て
い
た
制
作
者

の
思
い
が
一
致
し
た
と
こ
ろ
か
ら
事

業
が
動
き
出
し
た
。

　
令
和
元
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、

制
作
者
が
明
智
光
秀
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア

像
を
制
作
し
、
８
月
下
旬
に
市
長
に

そ
れ
を
提
示
し
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
制
作
者
と
の
調
整

や
関
係
課
で
の
協
議
を
進
め
、
９
月

末
に
事
業
化
を
決
定
し
た
。
建
立
費

が
決
定
し
た
の
は
10
月
24
日
で
、
記

者
会
見
の
前
日
で
あ
る
。

Q　
光
秀
公
像
建
立
の
事
業
費

（
３
，１
０
０
万
円
）
の
内
訳
と
積
算

根
拠
は
。

A　
光
秀
公
像
の
費
用
２
７
７
０
万

円
と
４
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
版
の

３
３
０
万
円
で
あ
る
。
芸
術
作
品
の

価
格
の
根
拠
や
妥
当
性
の
判
断
は
大

変
難
し
い
が
、
制
作
者
の
個
展
で
の

他
の
作
品
と
比
較
し
て
、
今
回
の
制

作
に
係
る
費
用
は
妥
当
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

Q　
光
秀
公
像
設
置
工
事
の
内
容
は
。

A　
設
置
場
所
の
基
礎
工
事
と
道
路

の
修
繕
工
事
が
必
要
と
見
込
ん
で
い

る
。
令
和
２
年
度
当
初
予
算
で
計
上

す
る
。

Q　
光
秀
公
像
の
設
置
場
所
は
。

A　
明
智
光
秀
が
生
ま
れ
て
約
30
年

間
を
過
ご
し
た
と
伝
わ
る
明
智
荘
に

あ
る
明
智
城
跡
を
考
え
て
い
る
。
像

を
見
な
が
ら
、
光
秀
が
生
き
た
時
代

に
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q　
寄
附
金
は
集
め
ら
れ
る
の
か
。

A　
今
回
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
活
用
す
る
。
事
業
を
具
体
的

に
Ｐ
Ｒ
し
、
共
感
を
得
ら
れ
た
方
に

支
援
を
お
願
い
す
る
。
一
定
額
以
上

の
寄
附
者
に
は
、
銘
板
に
氏
名
を
刻

印
す
る
お
礼
や
、
返
礼
品
を
受
け
ら

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
あ
り
、
多
く

の
寄
附
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力

を
し
て
い
く
。

Q　
光
秀
公
像
の
除
幕
式
を
令
和
２

年
６
月
に
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

A　
本
市
が
主
な
舞
台
と
な
る
大
河

ド
ラ
マ
前
半
終
了
後
の
盛
り
上
げ
に

活
用
す
る
。
ま
た
、
６
月
13
日
が
光

秀
の
命
日
と
言
わ
れ
て
お
り
、
命
日

に
新
た
に
よ
み
が
え
る
と
い
う
光
秀

フ
ァ
ン
等
に
訴
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
性

を
考
慮
し
決
定
し
た
。

Q　
光
秀
公
像
を
建
立
す
る
理
由
と

費
用
対
効
果
は
ど
う
か
。

A　
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
建
立
す
る
こ
と

で
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
人
物
で
名
君

と
し
て
語
り
継
が
れ
る
明
智
光
秀
を

可
視
化
し
、
光
秀
を
意
識
し
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
。
そ
こ
か
ら
生
誕
地

可
児
市
に
興
味
を
持
ち
、
本
市
や
明

智
城
跡
等
へ
の
来
訪
者
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
市
の

子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
の
歴
史
な

ど
に
目
を
向
け
、
考
え
る
象
徴
に
し

て
い
き
た
い
。
費
用
対
効
果
を
具
体

的
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

常
任
委
員
会
報
告

第
５
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
。
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補
正
予
算
の
修
正
案　
否
決

　
質
疑
の
時
間
は
合
計
５
時
間
に
及

び
ま
し
た
。

　
質
疑
終
了
後
、
委
員
よ
り
、
補
正

予
算
の
内
「
明
智
光
秀
公
像
建
立
委

託
料
」
等
を
削
除
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ

り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算　
討
論
・
採
決

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
修
正
案
が
否
決
さ
れ
残
念
だ
。

納
得
が
い
か
な
い
光
秀
公
像

建
立
制
作
費
が
含
ま
れ
て
い
る
補
正

予
算
に
は
反
対
。
ふ
る
さ
と
納
税
で

寄
附
金
を
集
め
る
こ
と
に
も
納
得
で

き
ず
反
対
。

　
　
議
会
に
対
し
説
明
不
足
の
感
は

否
め
な
い
。
修
正
案
は
否
決
さ

れ
た
が
、
議
会
と
し
て
執
行
部
に
何

ら
か
の
態
度
を
示
す
こ
と
を
条
件
と

し
て
賛
成
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

附
帯
決
議
案
の
提
案

　
採
決
後
、
委
員
よ
り
光
秀
公
像
建

立
事
業
に
対
し
て
附
帯
決
議
案
が
提

案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

（
附
帯
決
議
の
内
容
は
３
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
附
帯
決
議
と
は

議
決
に
当
た
っ
て
付
随
的
に
付
け
ら
れ

る
意
見
ま
た
は
要
望
の
決
議
。
法
的
な

拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
政

治
的
、
道
義
的
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
さ
れ
る
。

総
務
企
画
委
員
会

職
員
の
住
居
手
当
の
改
定

　
職
員
の
給
与
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

Q　
住
居
手
当
の
支
給
対
象
職
員
は

何
人
か
。
ま
た
改
定
の
影
響
は
。

A　
支
給
対
象
職
員
は
令
和
元
年
10

月
現
在
74
名
。
改
定
後
の
手
当
を
試

算
す
る
と
、
減
額
に
な
る
職
員
が
47

名
、
増
額
に
な
る
職
員
が
27
名
で
あ

る
。建

設
市
民
委
員
会

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
に
関
す
る

陳
情

　
可
児
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
可
児
市
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー

場
に
関
す
る
陳
情
」を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
に
当
た
り
、
提
出
者
３
名
に

委
員
会
に
出
席
い
た
だ
き
意
見
を
お

聴
き
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
新
た
な
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
向
け
た
方
針
を

打
ち
出
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
委
員
会
と
し
て

も
こ
う
し
た
機
運
に
対
し
注
視
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

Q　
指
定
管
理
候
補
者
は
、
こ
れ
ま

で
も
指
定
管
理
の
団
体
と
し
て
選
定

さ
れ
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
評
価
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A　
実
績
な
ど
は
評
価
委
員
会
で
評

価
し
て
い
る
。
稼
働
率
も
上
昇
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
満
足
度
が

高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

Q　
選
定
評
価
委
員
会
の
審
査
結
果

で
評
価
が
低
い
項
目
に
つ
い
て
事
業

者
に
は
ど
う
伝
え
て
あ
る
の
か
。

A　
こ
れ
か
ら
の
契
約
の
中
で
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
く
。

反対賛成

附
帯
決
議
案
の
提
案
理
由

　

本
事
業
は
、
市
民
や
そ
の
代

表
で
あ
る
議
会
の
意
見
を
事
業

内
容
に
反
映
さ
せ
る
機
会
が
な

い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。
寄
附
を
募
る
と
な
れ
ば

な
お
の
こ
と
、
光
秀
公
像
建
立

の
意
義
や
効
果
を
市
民
に
広
く

周
知
し
理
解
を
求
め
、
と
も
に

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
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一 般
10
人
が
市
政
を
問
う

質
問

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下記二次元コードを読み取っ
ていただくと議場での様子を
映像にてご覧いただけます。

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

行
動
支
援
に
関
す
る
個
別
計
画
策

定
の
状
況
は
。

　
　
平
成
28
年
度
よ
り
個
別
避
難

支
援
計
画
を
作
成
。
文
書
で
個
別

避
難
支
援
計
画
の
作
成
を
お
願
い

し
、
危
険
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
つ
い
て
は
、
個
別
に
訪
問
し
、

作
成
支
援
を
し
て
い
る
。
平
成
31

年
３
月
時
点
で
の
作
成
率
は
48
・

８
％
で
あ
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る

福
祉
避
難
所
の
対
応
策
は

　
　
指
定
避
難
所
と
し
て
定
め
て

い
る
43
カ
所
、
そ
の
う
ち
福
祉
避

難
所
４
カ
所
の
施
設
以
外
で
協
定

を
締
結
し
福
祉
避
難
所
と
し
て
使

用
を
要
請
す
る
施
設
が
11
カ
所
あ

る
。
こ
れ
ら
の
福
祉
避
難
所
と
の

連
携
は
。
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ

る
の
か
。

　
　
民
間
施
設
で
あ
る
介
護
老
人

保
健
施
設
、
障
が
い
者
支
援
施
設

等
の
11
施
設
と
、
災
害
時
に
お
け

る
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
施
設
使

用
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
て

い
る
。
協
定
の
内
容
は
、
施
設
の

使
用
、
避
難
者
の
移
送
、
物
資
の

調
達
及
び
介
護
支
援
者
の
確
保
な

ど
。
現
在
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

に
向
け
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

QAQ

A

避
難
行
動
要
支
援
者
に
関
す
る

個
別
計
画
策
定
は

澤
さわ
野
の
　伸

しん
協定を締結し福祉避難所使用を要請する施設（市HP）

協定を締結している福祉避難所一覧
施設名 所在地

（医）馨仁会　介護老人保健施設花トピア可児 瀬田1646の3
JCHO可児とうのう病院付属介護老人保健施設 土田900
（福）可茂会　可茂学園 瀬田1648の9
（福）協助会　春里苑 塩河27091
（福）さくら福祉会　チェリーヴィラ広見苑 広見1362
（福）明耀会　瀬田の杜 瀬田88
（医）浅野会　桜ケ丘ショートステイ 桜ヶ丘6の73の1
（株）ピュアウインド　美空の郷 土田2546の23
（福）慈恵会　さわやかナーシング可児 管刈1389の1
（福）慈恵会　さわやかグループホーム可児 管刈1389の1
（福）仁愛会　特別養護老人ホーム　フローレ川合 川合793の1
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輸
入
小
麦
で
作
ら
れ
た
パ
ン

か
ら
発
が
ん
性
の
疑
い
の
あ
る
除

草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ

て
い
る
が
、
学
校
給
食
の
パ
ン
は

ど
う
か
。

　
　
学
校
給
食
の
パ
ン
は
、
岐
阜

県
産
と
外
国
産
の
小
麦
粉
を
混
ぜ

て
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
学
校

給
食
会
で
は
農
薬
検
査
を
年
２
回

行
っ
て
お
り
、
昨
年
９
月
の
検
査

で
は
、
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の
値
は
国

の
基
準
値
30
p
p
m
を
下
回
る

０
・
01
p
p
m
未
満
だ
っ
た
。
給

食
物
資
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

遺
伝
子
組
み
換
え
で
は
な
い
食
材

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
選

定
し
て
い
る
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
は
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、確
認
で
き
な
い
状
況
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に

ど
う
取
り
組
む

　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

が
世
界
的
な
課
題
だ
。
牛
乳
を
飲

む
際
に
、
紙
製
ス
ト
ロ
ー
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

　
　
給
食
で
使
用
し
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
は
、
衛
生
面
、
コ

ス
ト
面
等
を
考
慮
の
上
、
最
小
限

使
用
し
て
、
可
燃
ご
み
と
し
て
廃

棄
物
処
理
を
し
て
い
る
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
可
能
な
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

QA

QA

子
ど
も
た
ち
に
安
心
安
全
な

学
校
給
食
を

　
　
豪
雨
災
害
に
対
す
る
初
期
対

応
の
体
制
は
。

　
　
大
雨
警
報
な
ど
気
象
情
報
の

発
令
に
頼
ら
ず
、
独
自
の
ル
ー
ル

で
市
内
の
雨
量
計
12
カ
所
の
内
１

カ
所
で
も
10
分
間
に
10
ミ
リ
の
降

雨
が
あ
れ
ば
、
職
員
に
メ
ー
ル
が

配
信
さ
れ
直
ち
に
準
備
態
勢
を
と

り
情
報
収
集
に
当
た
る
。

　
　
市
内
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
状

況
と
管
理
は
。

　
　
市
内
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
国

道
21
号
と
県
道
土
岐
可
児
線
に
各

１
カ
所
、
市
道
に
お
い
て
は
４
カ

所
あ
る
。
市
道
50
号
線
で
は
冠
水

表
示
板
の
設
置
や
排
水
ポ
ン
プ
の

能
力
ア
ッ
プ
を
行
う
と
と
も
に
、

遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
職
員
及
び
管
理
委
託
業
者
へ
の

通
報
の
徹
底
と
、
道
路
の
冠
水
状

況
、
ポ
ン
プ
の
作
動
状
況
等
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

道
路
冠
水
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
異
常
時
に
は
職
員
及
び
管

理
委
託
業
者
に
通
報
さ
れ
る
監
視

体
制
を
敷
い
て
状
況
に
よ
り
人
員

を
現
地
に
派
遣
し
、
通
行
止
め
等

の
措
置
を
取
っ
て
い
る
。

企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア
の
今
後

　
　
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア
へ
の

進
学
校
の
参
加
は
。

　
　
参
加
し
て
い
な
い
進
学
校
に

は
今
回
作
成
し
た
企
業
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
届
け
、
取
り
組
み
を
説

明
し
て
い
る
。

QAQA

QA

大
型
台
風
な
ど
豪
雨
災
害
に

対
す
る
備
え
は
万
全
か

川
かわ
上
かみ
　文

ふみ
浩
ひろ

市道50号線のアンダーパス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
削
減
を
呼
び
か
け
る

ポ
ス
タ
ー（
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
H 

P
よ
り
） 冨

とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ
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現
在
、
市
内
中
学
校
に
お
け

る
部
活
動
の
活
動
時
間
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
活
動
時
間
は
、
平
成
30
年
12

月
か
ら
平
日
は
長
く
と
も
２
時
間
、

休
日
は
半
日（
３
時
間
）以
内
、
休

日
の
部
活
動
の
指
導
業
務
は
原
則

１
カ
月
に
15
時
間
以
内
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
昨
年
８
月
29
日
か
ら

は
朝
練
を
原
則
禁
止
と
し
て
い
る
。

保
護
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
場
所

確
保
は

　
　
現
在
、
部
活
動
に
準
じ
る
形

で
保
護
者
が
主
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
る
「
保
護
者
ク
ラ
ブ
」
が

あ
る
が
、
活
動
場
所
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
。
施
設
利
用
の
現
状

と
活
動
場
所
確
保
に
つ
い
て
の
検

討
は
。

　
　
保
護
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
場
所

と
し
て
は
、
小
・
中
学
校
体
育
施

設
開
放
事
業
に
よ
っ
て
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
う
ほ
か
、
自
校

の
体
育
施
設
等
を
使
う
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

学
校
以
外
の
施
設
も
利
用
し
て
い

る
。
部
活
動
の
休
養
日
が
増
え
る

な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
環
境
が
従
来
と
は
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
部
活
動
に
準

じ
る
保
護
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
市
の
施
設
を
よ
り
利
用

し
や
す
く
す
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
を
早
期
に
検
討
し
て
い
く
。

QAQA
部
活
動
の
現
状
と
課
題
解
決
に

向
け
た
連
携
は

板
いた
津
ず
　博

ひろ
之
ゆき兼山小学校で練習する中部中の

保護者クラブ

　
　
わ
が
家
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
浸
水
想
定
区
域
に
お
け
る
浸
水

の
深
さ
を
記
載
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
現
時
点
で
市
内
１
０
９
の
自

治
会
等
が
作
成
し
て
お
り
、
浸
水

の
深
さ
を
記
載
し
て
い
る
自
治
会

は
久
々
利
北
町
自
治
会
が
あ
る
。

次
年
度
、
市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
最
新
情
報
を
取
り
入
れ
、

浸
水
時
の
水
深
の
記
載
や
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
記
載
す
る
な
ど
、
各
自

治
会
に
お
け
る
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
。

　
　
市
役
所
等
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
頻
度
、

階
層
等
の
観
点
か
ら
緊
急
度
が
高

い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

公
共
工
事
の
平
準
化
を

　
　
債
務
負
担
行
為
や
ゼ
ロ
市
債

を
活
用
し
、
公
共
工
事
に
お
け
る

平
準
化
の
取
り
組
み
の
現
状
と
方

針
は
。

　
　
本
市
は
、
各
事
業
の
予
算
や

条
件
に
合
わ
せ
て
債
務
負
担
行
為
、

ゼ
ロ
市
債
や
繰
越
と
い
っ
た
各
種

制
度
を
、
契
約
担
当
の
他
発
注
担

当
、
財
政
担
当
と
連
携
を
密
に
し
、

議
決
事
項
は
議
会
に
諮
り
な
が
ら

適
切
に
活
用
し
て
い
る
。

QAQA

QQQA

本
市
の
防
災
対
策
の
強
化
を

土岐市役所の非常用
エレベーターチェア 山

やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ
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Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
（
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
）
改
正
に
よ
り
条
例
の

順
守
が
義
務
付
け
ら
れ
、
違
反
の

場
合
は
指
導
助
言
、
改
善
命
令
、

認
定
取
り
消
し
等
の
対
応
を
行
う

こ
と
も
あ
り
得
る
。
本
市
で
の
条

例
制
定
の
考
え
は
。

　
　
国
の
見
解
で
は
、条
例
に「
～

す
る
こ
と
」
と
記
載
し
て
あ
れ
ば
、

強
制
力
が
あ
る
も
の
と
し
て
対
応

す
る
と
の
こ
と
だ
。
こ
う
い
っ
た

義
務
付
け
規
定
を
伴
う
太
陽
光
発

電
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
至
急
検

討
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

事
業
区
域
３
千
㎡
未
満
に
も

開
発
協
議
を

　
　
３
千
㎡
未
満
で
も
住
民
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
。

見
直
し
の
考
え
は
。
ま
た
規
模
の

大
小
に
関
わ
ら
ず
、
市
が
設
置
場

所
を
把
握
す
る
必
要
性
は
。

　
　
協
議
対
象
面
積
を
引
き
下
げ

て
も
、
新
た
に
対
象
と
な
る
発
電

設
備
の
設
置
を
止
め
ら
れ
な
い
が
、

地
域
住
民
に
事
業
内
容
を
事
前
に

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

事
務
手
続
き
が
増
え
る
こ
と
で
一

定
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
た

め
、
対
象
面
積
の
引
き
下
げ
を
検

討
す
る
。設
置
場
所
は
、公
表
デ
ー

タ
を
も
と
に
現
地
確
認
を
行
い
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
に
整
理
し
、
庁
内
で
も

共
有
す
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

と
の
照
合
に
活
用
し
て
い
く
。

QAQQ

A

太
陽
光
発
電
設
備
の

適
正
設
置
条
例
を

　
　
市
民
等
へ
一
斉
伝
達
で
き
る

防
災
行
政
無
線
は
、
緊
急
時
や
災

害
時
は
も
と
よ
り
、
平
時
に
も
情

報
を
即
時
に
伝
え
る
手
段
と
し
て

必
要
と
考
え
る
。
ア
ナ
ロ
グ
式
を

使
用
し
て
い
る
が
、
修
繕
不
能
な

子
局
か
ら
随
時
使
用
が
で
き
な
く

な
り
、
将
来
は
廃
止
と
な
ら
な
い

か
心
配
し
て
い
る
。
国
の
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
た
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
で

き
な
い
か
。

　
　
防
災
行
政
無
線
は
、
現
在
あ

る
機
器
設
備
の
保
守
点
検
と
軽
微

な
修
繕
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
も

活
用
し
て
い
く
。
今
年
度
か
ら

オ
ー
ト
コ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
運
用

を
開
始
し
た
。
今
後
も
災
害
や
避

難
情
報
等
の
伝
達
手
段
の
複
数
化

を
推
進
し
て
い
く
。
国
の
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
場
合
は
、
約
１
億
８

千
万
円
が
本
市
の
負
担
と
な
る
。

兼
山
地
区
セ
ン
タ
ー
の
安
全
性

　
　
平
成
22
年
７
月
の
豪
雨
災
害

時
に
兼
山
公
民
館
（
当
時
）
が
浸

水
し
た
と
聞
い
た
が
ど
う
か
。

　
　
想
定
外
の
雨
水
と
土
砂
が
山

側
か
ら
敷
地
内
の
暗
渠
に
流
れ
込

ん
だ
こ
と
な
ど
が
原
因
だ
。
災
害

後
に
土
砂
等
を
撤
去
し
流
量
を
確

保
し
た
。
設
計
上
の
排
水
容
量
は

確
保
さ
れ
て
い
る
。

QA

QA

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

田
た
原
はら
　理

り
香
か

必要な情報と市民をつなぐ防災行政無線

課題の多い小規模太陽光発電設備

野
の
呂
ろ
　和

かず
久
ひさ
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ア
レ
ル
ギ
ー
フ
リ
ー
化
を
目

指
す
た
め
に
重
要
な
食
材
選
び
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

　
　
特
に
人
数
の
多
い
卵
、
乳
、

小
麦
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に
配

慮
し
た
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
成
長
期
の
児
童
・
生

徒
の
発
育
に
必
要
な
成
分
、
味
、

コ
ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
で

き
る
限
り
対
応
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
発
展
性
の
あ
る

観
光
行
政

　
　
大
河
ド
ラ
マ
放
映
に
向
け
て
、

市
民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
、

交
通
安
全
と
交
通
渋
滞
の
緩
和
に

つ
い
て
ど
う
対
策
す
る
か
。

　
　
カ
ー
ナ
ビ
を
利
用
し
た
シ
ス

テ
ム
（
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
に
よ
り
駐
車

場
の
満
車
、
空
車
情
報
を
発
信
し

渋
滞
区
域
へ
の
車
両
の
進
入
を
抑

制
す
る
。
繁
忙
期
に
は
東
海
環
状

自
動
車
道
に
、「
可
児
ド
ラ
マ
館

へ
は
五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

が
便
利
」
等
の
横
断
幕
設
置
に
よ

り
、
可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
付
近
の

混
雑
を
緩
和
す
る
。

　
　
繁
忙
時
な
ど
の
状
況
下
で
の

発
災
時
、
札
幌
市
の
事
例
な
ど
の

よ
う
に
、
第
三
次
避
難
所
開
設
な

ど
の
措
置
は
取
ら
れ
る
か
。

　
　
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ　
マ
ー

ノ
は
い
っ
と
き
の
緊
急
避
難
的
な

避
難
所
と
し
て
利
活
用
で
き
る
と

考
え
る
。

QAQA

QA

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー

フ
リ
ー
化

山城サミットでシャトルバスの列に
並ぶ人々

　
　
大
森
地
内
の
リ
ニ
ア
建
設
残

土
の
処
分
場
は
ど
こ
に
な
る
見
込

み
か
。
仮
置
き
場
に
搬
出
し
な
い

健
全
土
の
処
分
量
は
。

　
　
工
事
発
生
土
の
う
ち
、
基
準

に
適
合
し
た
健
全
土
10
万
立
方

メ
ー
ト
ル
を
大
森
地
内
土
砂
採
取

場
に
処
分
す
る
予
定
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
た
。
こ
の
採
取
場
は
民
間

企
業
が
開
発
し
、
大
森
地
内
の
長

洞
た
め
池
に
隣
接
し
、
た
め
池
の

上
流
に
位
置
す
る
場
所
に
あ
る
。

環
境
基
準
で
地
上
走
行
の
騒
音

を
規
制
さ
せ
よ

　
　
山
梨
県
で
は
、
沿
線
住
民
の

要
請
に
応
え
、
生
活
環
境
基
準
に

よ
る
リ
ニ
ア
走
行
の
騒
音
を
規
制

す
る
区
域
指
定
を
行
っ
た
。
久
々

利
大
萱
工
区
で
の
対
策
は
防
音
壁

の
み
と
聞
く
が
、
防
音
防
災
フ
ー

ド
を
設
置
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
市
の
考
え
は
。

　
　
生
活
環
境
等
へ
の
影
響
に
ＪＲ

東
海
は
、
具
体
的
な
環
境
保
全
計

画
等
を
検
討
す
る
に
は
測
量
設
計

を
実
施
し
た
後
と
説
明
。
地
元
要

望
で
も
あ
る
地
下
化
の
再
検
討
と

並
行
し
て
、
測
量
設
計
を
行
う
計

画
と
し
て
い
る
。
環
境
へ
の
影
響

が
大
き
い
リ
ニ
ア
地
上
走
行
へ
の

対
策
は
、
総
合
的
に
判
断
し
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
本
市
は
地
域

住
民
の
意
向
に
寄
り
添
い
、
で
き

る
限
り
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
計
画
と
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

QAQ

A

リ
ニ
ア
地
上
走
行
は
見
直
せ

山梨県実験線で地上走行するリニア
（JR東海 環境影響評価書より）

渡
わた
辺
なべ
　仁

ひと
美
み

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ
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ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
事
業

に
対
す
る
応
募
状
況
等
を
見
る
限

り
、
応
募
団
体
は
広
が
っ
て
い
な

い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
が
さ
ら
に

活
性
化
す
る
方
法
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
、
よ

り
記
入
し
や
す
い
よ
う
に
申
請
様

式
を
変
更
し
た
。

　
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
広
報
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
も
活
用
し
、
継
続
し
て
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
く
。

　
市
民
活
動
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

催
し
等
に
お
い
て
は
、
ど
こ
か
一

カ
所
の
地
区
セ
ン
タ
ー
に
言
え
ば
、

希
望
に
応
じ
て
全
地
区
セ
ン
タ
ー

に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
を

配
置
す
る
な
ど
の
対
応
す
る
。

「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
に
は

　
　
「
移
住
人
口
」で
も
な
く「
交

流
人
口
」
で
も
な
い
、
本
市
に
関

心
を
寄
せ
た
り
頻
繁
に
訪
れ
る
人

を
「
関
係
人
口
」
と
呼
ぶ
が
、
ど

の
よ
う
に
増
や
し
て
い
く
か
。

　
　
関
係
人
口
を
増
や
す
施
策
を

特
別
に
取
り
上
げ
て
実
施
す
る
予

定
は
な
い
。
今
後
は
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
重
視
し
、

可
児
市
に
住
む
楽
し
さ
、
良
さ
を

う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

QA

QQA

さ
ら
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
推
進
を

市総合会館 ２階の「かにNPOセンター」 山
やま
根
ね
　一

かず
男
お

　
可
児
市
議
会
で
は
、
定
例
会
の
な
い
時
期
に
、
他
市
町
議
会
の
行
政
視
察
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
10
～
11
月
に
可
児
市
に
視
察
に
来
ら
れ
た
議

会
は
21
議
会
で
し
た
。
外
国
籍
児
童
へ
の
対
応
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ラ
、

子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
マ
ー
ノ
等
、
本
市
の
取
り
組
み
を
先

進
事
例
と
し
て
、
視
察
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
14
議
会
が
本
市
議
会
で
の
取
り
組
み
を
視
察
目

的
と
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
議
員

が
誠
心
誠
意
対
応
し
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
等
を
通
じ
て

お
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
け
る
と
よ
い
と
考
え
ま
す
。

行
政
視
察
受
け
入
れ
対
応

2019年10～11月　可児市への視察議会
来訪日 来訪議会名 視察事項　　◆は議会関係

10月 1 日 栃木県那須町 ◆議会改革と議会活性化の取組み

10月 8 日 岡山県真庭市 ◆議会HPを活用した情報発信について

10月 8 日
茨城県取手市

子育て健康プラザマーノについて

10月 9 日 ◆議会改革について

10月16日 奈良県香芝市 スクールロイヤーについて

10月17日 愛知県尾張旭市 スクールロイヤーについて

10月23日 三重県四日市市 ◆議会改革について

10月24日 奈良県天理市 ◆議会改革について

10月29日 新潟県燕市 ◆地域課題懇談会について

10月30日 山口県柳井市 文化創造センター alaについて

10月31日 茨城県古河市 ◆議会改革について

10月31日 沖縄県那覇市 文化創造センター alaについて

11月 1 日 埼玉県狭山市 ◆議会改革・地域課題懇談会について

11月 5 日 神奈川県三浦市 ◆議会改革について

11月 6 日 栃木県市議会議長会
事務局職員 ◆議会改革の取り組みについて

11月 7 日 千葉県野田市 ◆議員定数報酬検討特別委員会について

11月 7 日 長野県山ノ内町 すぐメールかに、外国人生徒・児童の件

11月14日 大阪府池田市 ◆予算決算審査サイクルについて

11月15日 愛知県半田市 日本語教育が必要な児童生徒の学校での対応

11月21日 岡山県岡山市 ◆地域課題解決型キャリア教育

11月25日 愛知県議会 ◆議会のICTの取り組みについて

11月27日 埼玉県川口市 ばら教室KANIについて
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令
和
元
年
11
月
５
日
・
６
日
に
、

公
共
施
設
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
岩
手
県
盛
岡
市
、
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
に
つ
い
て
岩
手

県
紫
波
郡
紫
波
町
へ
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　
盛
岡
市
は
、
公
共
施
設
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
、
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
市
民
検
討
会
議
を
開

催
し
公
共
施
設
の
最
適
化
と
長
寿
命

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、
市
営
住
宅
や
地
区
セ

ン
タ
ー
等
、
今
後
維
持
費
が
多
く
か

か
る
公
共
施
設
の
扱
い
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
紫
波
町
は
、
町
有
地
を
有
効
利
用

す
る
た
め
、
平
成
10
年
に
JR
駅
を
誘

致
し
宅
地
造
成
、
駐
車
場
整
備
等
を

行
っ
た
が
財
政
難
と
な
り
一
度
は
凍

結
。
し
か
し
、
平
成
19
年
度
よ
り
公

民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
を

用
い
、
今
で
は
、
役
場
や
図
書
館
を

は
じ
め
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
体
育
館
や

病
院
、
保
育
園
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

等
を
建
設
し
、
人
が
集
ま
る
仕
組
み

づ
く
り
を
し
ま
し
た
。 

本
市
に
お

い
て
も
公
民
連
携
手
法
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化
、
人
が
集
ま
る
仕
組
み

に
つ
い
て
参
考
に
し
た
い
で
す
。

※�
オ
ガ
ー
ル=

【
成
長
】
を
意
味
す
る
紫

波
の
方
言
【
お
が
る
】
＋
【
駅
】
を
意

味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
【G

are

】（
ガ
ー

ル
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

建
設
市
民
委
員
会
視
察
報
告

　
令
和
元
年
11
月
14
日
・
15
日
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
兵
庫
県
神
戸
市
、
障
が

い
者
千
五
百
人
雇
用
事
業
に
つ
い
て

岡
山
県
総
社
市
へ
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
神
戸
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
神
戸
市
と

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
ひ
と
り
親
家
庭
が
多

く
集
ま
る
神
戸
市
で
は
、
指
定
管
理

先
で
あ
る
「
神
戸
市
ひ
と
リ
親
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、
こ
ど
も
支
援

課
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
や
子
ど
も
に
対
す
る

各
種
相
談
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
紹

介
、
手
続
き
を
き
め
細
や
か
に
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
活
動
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情

報
発
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
社
市
で
は
、
障
が
い
者
千
五
百

人
雇
用
事
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
福
祉
と
就
労
、
市
福
祉
課
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
い
う
別
々
の
機
関
が

連
携
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
協

働
し
て
障
が
い
者
の
経
済
的
自
立
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
う
事
業
で

す
。
働
く
こ
と
の
で
き
る
障
が
い
者

を
支
援
し
社
会
参
加
を
促
す
た
め
に
、

平
成
23
年
か
ら
の
５
カ
年
計
画
で
既

に
千
人
の
雇
用
を
実
現
し
て
お
り
、

平
成
29
年
９
月
か
ら
は
障
が
い
者

千
五
百
人
雇
用
を
目
標
に
再
ス
タ
ー

ト
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
行
政
だ
け
で

な
く
指
定
管
理
先
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
外
部
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
住
民

福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会
視
察
報
告

盛岡市役所にて

総社市役所にて
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議 会 レ ポ ー ト議 会 レ ポ ー ト

▼可児高校模擬選挙� （10月30日）

　市長選を想定した模擬選挙が行われました。市
職員が務める候補者の演説を聞いた後、高校生の
グループに議員など大人が加わってディスカッ
ションを行い、その後本番さながらの投開票が行
われました。

▼明智城跡周辺整備視察� （12月26日）

　総務企画委員会が、新たに整備された明智城跡
周遊コースと周辺地域の交通対策を視察しまし
た。周遊コースは景観もよく、観光資源だけでな
く歴史的資産としての活用も期待されます。

▼土田渡多目的広場視察� （12月11日）

　建設市民委員会が、（仮称）土田渡多目的広場
の工事現場を視察しました。木曽川河川敷の親水
護岸整備とあわせて、新たな観光資源、人々のに
ぎわいづくりにつながることを期待します。

このコーナーでは、議会が
本会議以外で行っている
さまざまな活動を、写真で
報告していきます。

▼土田小国際教室視察� （12月12日）

　教育福祉委員会が、土田小学校の国際教室を視
察しました。生き生きと楽しそうに学習する外国
籍の子どもたちと、丁寧にそして一生懸命に教え
る先生方の姿が印象的でした。

13　　可児市議会だより　2020.2.1



可児市議会

チョット おじゃまします

「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

※�今回は『明
あけ

智
ちの

荘
しょう

をみつめる会』さんに、天羽議員と中野
議員がおじゃまして、会長の渡邊寛治さんにお話をうか
がいました。

広報委員：どのようなきっかけで会を設立されましたか。
渡邊さん：�大河ドラマ『麒麟がくる』を機に“明智光秀の

生誕の地”である可児市・明智荘をPRするた
めに結成しました。

広報委員：構成メンバーは何人ですか。
渡邊さん：現在は24名ですが、随時募集中です。
広報委員：主な活動内容をお聞かせください。
渡邊さん：�城周辺の環境整備や道案内を含めたガイド、記

念グッズの作成、販売をしています。その他に
も明智光秀関連イベントを開催したり、観光客
への “おもてなし” も大切な活動です。

広報委員：勉強会もされているそうですね。
渡邊さん：�毎月、第 １木曜日と第 ３火曜日に集まっていま

す。市の文化財課の講座に参加して知識を深め
たり、光秀ゆかりの地である明智町（恵那市）
や坂本城（大津市）などへも行ってきました。

広報委員：�観光協会と共催のウオーキングも盛況でしたね。
ご苦労も多かったと思うのですが。

渡邊さん：�観光客を迎えるための周辺の草刈りや溝清掃も
大切なことだと思い日々活動しています

令和 ２年 第 １回定例会のお知らせ
2月

21日　開会日（議案説明）
21日
25日　予算決算委員会

3月
 9日
10日　一般質問 ・議案質疑

11日

～ 　　 予算決算委員会
13日　
11日　総務企画委員会
12日　建設市民委員会
13日　教育福祉委員会
16日　予算決算委員会
25日　閉会日（委員長報告 ・討論 ・ 採決）
＊会議は午前 ９時開会の予定です。
（ ２月21日の予算決算委員会は本会議終了後、
３月25日は午後 １時開会予定です。
３月11～13日の常任委員会は、予算決算委員会
終了後の開会となります。）
日程は、都合により変更となる場合もあります。

地域のかがやき
地 域 の 笑 顔

下恵土／子育てサロンどんぐり クリスマス会

サンタがやってきた！

帷子／若葉台新春の集い もちつき大会

杵と臼でつくおもちは格別
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取材を終えて
　観光客への “おもてなし” も大切なことですが、地域
の “顔の見える関係づくり” を同時に進めているこの会
はとても素晴らしいと思いました。きっと地域でのつな
がりづくりの良いきっかけになってくれるでしょう。
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